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【標的疾患】  

急性単球性白血病、乳癌等固形腫瘍（マクロファージ及び抗腫瘍免疫の活性化薬） 
 
【創薬標的】 

急性単球性白血病の増殖及び免疫原性を制御する分子 X 複合体 

 
【創薬コンセプト】 

免疫制御因子 X（分子 X）複合体が単球系白血病細胞において、細胞増殖と免疫原性を

制御する鍵となる役割を担っており、分子 X 複合体形成阻害剤は、急性単球性白血病

に対する画期的な治療薬となることが期待される。さらに、分子 X は固形腫瘍やマク

ロファージの免疫原性を制御することから、本阻害剤は様々な腫瘍を標的とする免疫

活性化薬としても活用できる可能性がある。 

 
【ターゲットプロダクトプロファイル】 

分子 X 複合体形成を阻害して急性単球性白血病に対する直接的抗腫瘍効果及び抗腫瘍

免疫活性化作用を発揮して根治に導く薬剤（経口又は静脈内投与） 

 
【モダリティの設定】 

低分子化合物 
 

【創薬コンセプトの妥当性を支持するエビデンス】 
以下のことが PI らにより明らかにされている。 
1) 急性単球性白血病の増殖および免疫原性を制御する因子として分子 X 複合体を独

自に見出した。 

2) 分子 X 複合体の欠失により、白血病細胞の増殖が低下すること、及び免疫原性の上

昇を介して生体内における白血病の発症・進展が強く抑制されることを見出した。 

3) 分子 X 複合体形成阻害による抗腫瘍効果の感受性バイオマーカーを同定した。 
 



【科学的、技術的な優位性】 
・単球系白血病細胞の増殖における分子 X への依存度が極めて高いことを独自に見出

し、分子 X 複合体を創薬標的とする治療薬創製アプローチを考案した。 
・分子 X は固形腫瘍やマクロファージの免疫原性を制御することから、様々な腫瘍を

標的とする免疫活性化薬としても活用できる可能性がある。 
・分子 X 複合体を標的分子とした白血病等の治療標的分子とした先行研究の報告はな

い。 
 

【支援ステージにおける目標】 
分子 X 複合体形成阻害化合物のスクリーニングを実施するとともにヒット化合物等を

用いて抗腫瘍効果及び作用機序を検証し、企業との連携につなげる。 
 

【関連特許】 
無し 
 
 
 
本資料は、創薬総合支援事業（創薬ブースター）による支援の終了時の情報をもとに

作成しています。 


